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IT とビジネスの密接な連携
今日の経済は、広範なネットワーク化を実現し、高度に自動化され、

テクノロジーに対応可能なもので、ビジネスと IT の機能が密接に結

び付いています。しかし、IT がビジネスを可能にすると同時に、ビ

ジネスの妨げにもなるという厳しい現実があります。一見矛盾する

ようですが、これは、集積回路の発明以降 50 年間の IT の進歩によ

り説明できます。これまでの IT の進歩では、さらなる進化の動きと、

レガシー システムの使用を望む動きとの調整が求められてきました。

革新的な技術が次々と発表されており、「次なる大きな進歩」 が追求

されています。一方で、過去の技術は何一つ消えることはありませ

ん。新しい世代のコンピューティングは以前の世代のコンピューティ

ングを基にして、その上に形成されているからです。どのデータ セ

ンターにおいても、1990 年代のドットコム ブーム期に展開された 

Web ポータルや Java ベースのフロント エンドと共に、旧式のメイ

ンフレーム アプリケーションが今もなお稼動しています。データ セ

ンターには新旧のテクノロジー層が混在しており、とても複雑なも

のとなっています。

テクノロジーの歴史を長期的に見ると、ムーアの法則が全体的に適

用されており、人間の優れた創造性が急速に進展していることが見

て取れます。しかし、これを詳細に検証すると、増分主義 （インクリ

メンタリズム） で成り立っていることがわかります。今日のデータ 

センターは、アーキテクチャ、テクノロジー、ベンダー、および経

営上の決定など、長い年月に累積してきた決定事項の寄せ集めとなっ

ています。そして、それぞれの決定事項はインフラストラクチャ内

にハードコード化される傾向にあります。時が経つと、増分主義と

ハードコード化による複雑さが積み重なり、予想外の結果に発展す

ることがあります。

これが IT の負の側面です。時間が経つにつれ、階層化、複雑性、お

よびハードコード化が進み、不規則に拡大する IT は、柔軟性に乏しく、

不安定で、コストがかかるものとなります。今日の一般的な企業では、

IT 予算の 40% 以上をインフラストラクチャのメンテナンスに、30% 

前後をアプリケーションのメンテナンスに費やしています。つまり、

最大 70 ～ 80% の IT 関連支出が、現状を維持することにのみ使用さ

れています。この複雑さに対する支出を 「税金」 として考えてみると、 

これは不当に高い税金です。個人の所得に 70% の税率が課されたと

したら、生計を立てるのが難しくなるはずです。

予算の大半を現状維持のために費やすほか、IT の複雑さのためにチャ

ンスを失っているという意味で、企業はそれ以上の損失を被ってい

ることになります。企業の IT 部門は、改革に取り組むどころか、問

題への対処、IT 関連機器の設置、古い機器から新しい機器への応急

処置的な交換、およびデータ センターを維持するための定期的なメ

ンテナンス作業に大方の時間を費やしています 企業は新機能やアッ

プデートされた機能を必要としていますが、改革と競争優位性のた

めに利用できる IT 予算は 30% に満たない状況です。

現在、IT インフラストラクチャのために、ビジネス チャンスの拡大

が妨げられています。従来の IT モデルが機能していないのは明白で

す。

クラウド コンピューティング：   
新たなソリューションの登場
この複雑さの問題が、過去 10 年間にわたる仮想化の台頭と現在の

クラウド コンピューティング ブームの原動力となっています。次の 

Google のトレンド分析のグラフが示しているように、無名であっ

たクラウド コンピューティングに対する一般的な関心が、2007 年 8 

月以降急上昇しています。

上記の文で、仮想化とクラウド コンピューティングについて言及し

たのには理由があります。仮想化はクラウド コンピューティングの

実現に不可欠なテクノロジーだからです。

クラウド コンピューティングは、新しいスタイルのコンピュー

テ ィ ン グ で す。 こ れ に よ り、IT イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ は、 ち ょ

うど電話や電気と同じように、あらゆる環境で利用可能な、簡

単 に ア ク セ ス で き る、 信 頼 性 の 高 い ユ ー テ ィ リ テ ィ サ ー ビ ス

として利用できます。IT 業界はここ数年にわたり、サービスと

してのプラットフォーム、サービスとしてのインフラストラク

チ ャ、 サ ー ビ ス と し て の ハ ー ド ウ ェ ア な ど、 こ の ト レ ン ド に

沿ったサービスとしてのソフトウェアの提供に移行しています。 

ついに、現実が理想に追い付こうとしています。クラウド コンピュー

ティングの目的は、所有する資産から、使用した分に応じて料金を支

払うサービスに IT を変革することにあります。たとえば電気の場合、

各個人が発電機を所有する必要はありません。電気製品のプラグをコ

ンセントに差し込んで、スイッチを入れれば、すぐに使用できます。
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世界的な動向：
クラウド コンピューティング

図 1： Google 社のトレンド分析：  クラウド コンピューティング、2007 年 1 月 ～ 

2009 年 3 月 *

* 注： グラフの左側に示されている数値は、検索数が直接反映されたものではありま

せん。検索数の相対的な傾向がわかるように Google 社によって割合が求められ、正

規化されています。詳細については、次を参照してください。 

http://www.google.com/support/insights/bin/answer.py?answer=87285&cbid=1lutuf

gy0t0ll&src=cb&lev=answer 
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発電がどこでどのように行われているのかを理解する必要はありま

せん。配線図など読めなくてもかまいません。毎月の電気代さえ払

えば、電力が届きます。技術的な知識に関しても、電球をソケット

に入れて、プラグをコンセントに差し込むことができれば十分です。

クラウド コンピューティングによって IT は次のようなサービスに変

革します。

• あらゆる環境で利用可能 

• 使用が簡単 

• 信頼性が高い 

• 経済的： 使用した分に対してのみ支払う 

企業にとっての課題
クラウド コンピューティングには、前述のようなメリットがありま

す。デメリットとしては、いくつかのクラウド コンピューティング

の実装において、パブリック クラウド インフラストラクチャで動作

させるために、アプリケーションの書き換えまたはカスタマイズの

必要が生じることです。

クラウド コンピューティングが登場したころ、業界では、パブリッ

ク クラウド インフラストラクチャ （Amazon EC2 など） や SaaS サー

ビス （Google Apps など） の考え方に話題が集中していました。しか

し、企業側からすると、これらのパブリック クラウド サービスは、

依然として特定分野向けのサービスに過ぎません。なぜなら、アプ

リケーションをこれらのクラウドに展開するには、ある程度の書き

換えが必要だからです。たとえば Google を使用する場合、Google 

のデータストア API を使ってアプリケーション内の状態を維持する

必要があります。Amazon を使用する場合は、EC2 のデータベース 

API と仮想ファイル形式 （Amazon Machine Image） を使用する必要

があります。

このベンダー独自のクラウド モデルは、次の 3 つの主な理由により、

ほとんどのビジネスにとって実行可能な選択肢にはなりません。

1.	既存技術の継続。企業には、独自のクラウド サービスを提供する

プロバイダの新しい API に合わせたアプリケーションの書き換え

に必要な時間、コスト、そして既存技術の破棄を許容する余裕が

ありません。

2.	特定のベンダーへの依存。ベンダー独自のクラウド アーキテク

チャのためにアプリケーションを書き換えると、現在、企業が自

身のデータ センターが直面しているような柔軟性の欠如が発生し

ます。つまり、そのクラウドでは使用できても、ほかのクラウド

では使用できません。

3.	不十分なサービス レベル。現在のサービスは概して、企業を満足

させるものではありません。企業が独自の主要アプリケーション

をパブリック クラウドに展開する際に必要な、可用性とセキュリ

ティの SLA （サービス レベル アグリーメント） に関して、ベンダー

側はまだ完全に対応できていません。

適切なソリューションによって期待される 
無限の可能性
このような注意点があるにもかかわらず、業界でのクラウド コン

ピューティングに対する関心は増加する一方です。なぜなら、この

枠組みの転換により、多大なコスト削減が約束されているからです。

これは、設備投資コストを伴う物理資産としての IT から、使用した

分に対して料金を支払うサービスとしての IT への枠組みの転換とな

ります。

たとえば、Preferred Hotel Group の事例について考えてみます。こ

のホテル グループでは、自社のデータ センター運用を Terremark 社

のクラウド コンピューティング プラットフォームに移行しました。

10 台の仮想サーバ （7 台は本番稼動用、3 台は必要に応じてキャパシ

ティを追加するためのスタンバイ用） に対し、この高級ホテル チェー

ンが支払う料金はひと月あたり 1 万 6 千ドルです。「だれもが予算

に厳しくなっています」 と、同グループの IT 運用部門シニア マネー

ジャ、チャド・シュワルツ （Chad Swartz） 氏は述べています。「役員

会議で、設備投資に 20 万ドル、運用に毎月 1 万ドル必要だと訴える

のと、 導入に 1 万ドルと、運用に毎月 1 万 6 千ドルを支払えばよいこ

とを伝えるのと、どちらが納得してもらえるでしょうか。コスト削

減の観点のみでも、クラウド環境はこれから爆発的に普及するでしょ

う」

企業はクラウド コンピューティングのメリットを活用したいと考え

ていますが、企業によって要件は異なります。

•	 既存の技術を捨てずに、既存のアプリケーションを書き換えずに

そのまま使用できると同時に、今後開発される新しいアプリケー

ション アーキテクチャに対応できるソリューションが求められま

す。言い換えれば、企業はアプリケーション選択の幅を最大に広

げ、将来の変化に対応できるクラウド コンピューティング インフ

ラストラクチャを、実用的で、労力の少ない方法で実現したいと

考えています。

•	 企業がビジネスに提供する必要があるサービス レベルを適切に制

御可能な、エンタープライズ クラスのソリューションが求められ

ます。

•	 特定のアプリケーション、オペレーティング システム、ハードウェ

ア アーキテクチャに固定されない、柔軟に選択が可能なソリュー

ションが求められます。

データ センターをプライベート クラウドに変換
前述の要件を満たすソリューションは存在します。それは、企業が

それぞれの IT インフラストラクチャ全体をベンダー固有の外部クラ

ウドに移動するのではなく、クラウドを企業側に持ち込む方法です。

つまり、社内のデータ センターをプライベート クラウドに変換する

ソリューションです。必要に応じて、プライベート クラウドを外部

クラウド サービスと安全な方法で連携させることもできます。
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では、それぞれのコンポーネントを順に見ていきましょう。

企業がクラウド コンピューティングを実現するための現実的な方法

は、社内データ センターにクラウドの特性を持たせることであると 

VMware® は考えます。このようなソリューションがあれば、企業の 

IT 部門は、ユーザーがセルフサービス形式でプロビジョニングでき

るようにサービスとキャパシティを提供できます。また、管理作業

を自動化し、料金を業務単位で課金することが可能です。技術スタッ

フは単なる緊急時の修復部隊ではなく、サービス プロバイダ チーム

となり、自社の IT を完全に管理して、必要な SLA （サービス レベル 

アグリーメント） を確実に満たすことができます。アプリケーション

は書き換えが不要でそのまま使用できます。社内の IT ユーザーがテ

クノロジーのしくみやサービスの背景を理解する必要はありません。

接続するだけですぐに利用でき、課金サービスを通して、使用した

分に対してのみ料金を支払います。

そして重要なのは、これがデータ センターを根本から再構築するも

のではないということです。これは、画期的なメリットをもたらす

最新のソリューションです。すでに仮想化をある程度導入している

場合は、このソリューションの最初の一歩を踏み出していると言え

ます。

多くの企業は、サーバ台数の増加を抑制するために仮想化による

サーバ統合を行っており、クラウド コンピューティングへの道を

歩み始めています。数万件の事例の中から典型的なものとして、

Independence Blue Cross 社の事例を紹介します。同社は 340 万人の

加入者を擁する、米国フィラデルフィア州最大の医療保険会社です。

「私たちは、サーバ台数の増加を管理し、ビジネスの成長に対応でき

る高パフォーマンスのアプリケーション環境を実現可能な、費用対

効果に優れたソリューションを必要としていました」 と、分散インフ

ラストラクチャ担当部長のマイケル・ガーバー （Michael Garber） 氏

は述べています。「VMware 製品はそのようなニーズを満たしてくれ

ました。実際に、当社で使用している Microsoft アプリケーションの

多くは、VMware のプラットフォームで実行するようになってから

パフォーマンスが向上しました。製品への投資は 16 か月足らずで回

収し、ハードウェア コストを 100 万ドル以上削減できました。現在

は 48 台の物理ホストで 386 台の仮想マシンを稼動しています。プロ

セッサ使用率は 5% から 75% に向上し、仮想マシンを追加する余力

も残っています」 また同社は、クラウドへの移行を順調に進めていま

す。

プライベート クラウド：    
社内クラウドと外部クラウドとの連携
混乱を避けるために、ここで用語の定義について整理しておきます。

クラウド コンピューティングの形態に対しては、多数の定義が飛び

交っています。たとえば 「プライベート クラウド」 です。一部ではこ

の用語を単に社内クラウドの意味で使っています。そして Amazon 

や Google などのパブリック クラウド インフラストラクチャを外部

クラウドと呼んでいます。

プライベート 
クラウド

社内クラウド

VMware vCenter

VMware vSphere

VMware vCenter

VMware vSphere

外部クラウド

アプリケー
ションの
負荷

アアアプアプアアアアアプリケアプリケーーアア
ションのションのシシ ンの
負荷荷

プアアアアアプリケプリケプリケプリケーーアプアプアプアプアプアアア
ションのションのンの
負荷

連携

図 2： 社内および外部のデータ センターに広がるプライベート クラウドの 

コンポーネント

VMware が定義するプライベート クラウドとは、一部で 「ハイブリッ

ド クラウド」 と呼ばれるもので、社内クラウドと外部クラウドのコ

ンピューティング キャパシティの相互運用が可能で、ユーティリティ

のように提供される安全なコンピューティング環境です。これに類

似するものとして VPN （仮想プライベート ネットワーク） がありま

す。VPN はパブリック ネットワークを使用しますが、アクセスとセ

キュリティについては特定の企業が制御します。

プライベート クラウドは、かつてないレベルの柔軟性、制御性、効

率性、柔軟性、および管理性をデータ センターにもたらします。ま

た、あらゆるアプリケーション （レガシー、サーバ ベース、デスクトッ

プ、または新しいアプリケーション フレームワーク上に構築された

アプリケーション） をサービスとして提供します。このタイプのプラ

イベート クラウドを構築するには、図 2 に示す 3 つのテクノロジー 

コンポーネントが必要になります。

1.	クラウド オペレーティング システム 

2.	新しい管理モデル

3.	複数のデータ センター （社内クラウドまたは外部クラウド） を接

続して 1 つのプライベート クラウドにまとめる連携サービスと、

「バーストアップ」 機能 （またはオンデマンド キャパシティ） が必

要になったときにアプリケーションとデータを容易に移植するた

めのオープン スタンダード



5

VMware  ホワイトペーパー

「コンピューティング プラント」 を構築するには、クラウド OS に次

の機能が必要です。

•	 インフラストラクチャ サービス： サーバ、ストレージ、ネットワー

ク リソースを包括的に仮想化し、メインフレームのような共有の

コンピューティング プラットフォームに統合します。このプラッ

トフォームは回復力が高く、最も要求の厳しいアプリケーション

でも物理環境と同様のパフォーマンスで実行できます。

•	 アプリケーション サービス： すべてのアプリケーションに対し、

組み込み型のサービス レベル制御を提供します。

2009 年 4 月に、VMware は業界初のクラウド OS である VMware 

vSphere™ 4 を発表しました。VMware vSphere を使用すると、次の

機能によって上記の要件を満たすことができます。

VMware vSphere 4 業界初のクラウド オペレーティング システム

アプリケーション 
サービス

• クラスタリング

• データ保護

• ファイアウォール

• アンチウイルス

• 侵入防止

• 侵入検出

• 動的なリソースの
サイジング

可用性 セキュリティ スケーラビリティ

• ハードウェア アシスト

• ライブ 
マイグレーションの
互換性の拡張

コンピューティング ネットワーク
インフラストラクチャ 

サービス

• ネットワーク管理• ストレージの管理
および
レプリケーション

• ストレージ仮想
アプライアンス

ストレージ

図 3： VMware vSphere クラウド オペレーティング システムの主な機能

クラウド オペレーティング システム
クラウド オペレーティング システム （クラウド OS） は、新しいカテ

ゴリのソフトウェアを指します。これは、CPU、ストレージ、およ

びネットワークから構成された大規模なインフラストラクチャを、

動的かつ柔軟でシームレスな動作環境として総合的に管理するため、

特別に設計されたものです。 個々のマシンを管理する従来のオペレー

ティング システムとは異なり、クラウド オペレーティング システム

は、データ センター インフラストラクチャ全体を統合して 1 つの強

力な 「コンピューティング プラント」 を形成します。このプラントの

リソースは、それを必要とするアプリケーションにすばやく動的に

割り当てられます。新しい電気製品をコンセントにつなぐと、発電

所からの電力がすぐに供給される送電網と同様に、「コンピューティ

ング プラント」 のリソースも新しくプロビジョニングされたアプリ

ケーションに動的に割り当てられます。

インフラストラクチャ サービス

•	 VMware vCompute サービスは、サーバ リソースを仮想化し、論

理プールに統合することで、サーバ リソースをアプリケーション

に正確に割り当てます。 VMware vCompute のサービスには、業

界をリードするハイパーバイザーである VMware ESX™、仮想マシ

ンおよびクラスタ全体にリソースを自動的に割り当てる独自の機

能、サーバの電力消費を継続的に最適化してエネルギー効率を最

大化する機能などが含まれます。

•	 VMware vStorage サービスは、基盤となる複雑なハードウェア シ

ステムからストレージ リソースを抽象化するため、仮想環境でス

トレージ容量を最も効率的に使用できます。 

•	 VMware vNetwork サービスは、仮想環境におけるネットワークを

最適に運用および管理します。

アプリケーション サービス

•	 可用性サービスにより、 IT 管理者は、ビジネスの優先順位に基づき、

さまざまな高可用性レベルでアプリケーションを提供できます。

複雑な冗長ハードウェアやクラスタリング ソフトウェアは必要あ

りません。 VMware は、さまざまな独自の機能を提供しています。

VMware VMotion™ や VMware Storage VMotion などでは、サーバ 

メンテナンスやストレージ メンテナンスのための計画的なダウン

タイムを排除できます。VMware High Availability、VMware Fault 

Tolerance、VMware Data Recovery などでは、計画外のダウンタイ

ムやデータ損失を排除、または最小に抑制することが可能です。

•	 セキュリティ サービスにより、企業の IT 部門は、アプリケーショ

ンの実行場所に関係なく、適切なレベルのセキュリティ ポリシー

をアプリケーションに適用できます。これはプライベート クラウ

ド環境において、社内クラウドと外部クラウド全体のセキュリティ

を制御するために重要なサービスです。VMware vShield Zones は、

共有環境において、企業のセキュリティ ポリシーをアプリケーショ

ン レベルで適用することにより、アプリケーションのセキュリティ

を簡素化します。このとき、ユーザー データおよび機密データの

信頼性とネットワークのセグメント化は維持されます。 VMware 

VMsafe™ では、仮想化レイヤーで機能するセキュリティ製品を使

用できるようになり、物理サーバよりも高いレベルのセキュリティ

が仮想マシンに提供されます。

•	 スケーラビリティ サービスでは、適切な量のリソースが、必要に

応じて、ダウンタイムなしでアプリケーションに提供されます。

これには、ロード バランシングのほか、CPU、メモリ、仮想ストレー

ジ、ネットワーク デバイス、および仮想ディスクのための、ホッ

トアド、ホットプラグ、および 拡張機能が含まれます。

VMware vCenter™ Server は、単一のインターフェイスを使用して、

IT 環境を編成、監視、構成するための統合管理サーバです。



6

VMware  ホワイトペーパー

プライベート クラウドの新しい管理モデル 

社内クラウドと外部クラウドを含むプライベート クラウド

に IT をサービスとして提供するには、新しい管理モデル

が必要です。この新しいモデルは、基盤となるインフラス

トラクチャ コンポーネントの代わりに、サービスのプロパ

ティを中心に構築する必要があります。つまり、プライベー

ト クラウドでは、サービス レベルに基づく管理モデルが必

要です。この管理モデルによって、IT 部門はビジネス ユー

ザーとアプリケーション オーナー レベルの管理範囲 （つま

りサービスに必要な可用性とセキュリティの程度） を設定で

きるようになります。これにより、ビジネス ユーザーとア

プリケーションの所有者は、簡単にサービスを要求したり、

希望するサービス レベルを指定でき、基盤となるインフラ

ストラクチャの複雑な内容を理解していなくても、これらの

サービスを利用できます。同時に、この新しい SLA （サービ

ス レベル アグリーメント） をベースとした管理モデルでは、

人間が理解できるプログラミング言語を機械語の命令に変

換する必要もあります。これにより、IT 部門では、基盤と

なるリソースを高レベルの自動化を使用して動的に管理し、

必要なサービス品質をビジネスに確実に提供できます。

VMware vCenter は、サービスとしての IT を管理する包括的

なソリューション セットです。セルフ サービス形式のリク

エストから課金に至るまで、高度に自動化された、ポリシー 

ベースの制御によって管理が行われます。VMware vCenter 

製品では、VMware 独自の包括的な管理機能セットを提供し

ます。新しい仮想マシンとアプリケーションのプロビジョ

ニングの自動化、確立された構成基準へのコンプライアン

スの確保、環境内の各要素の適切なサイジング、キャパシ

ティの予測と管理、およびサービス利用者それぞれに適切

に課金することが可能になります。これらの管理機能には

次のものが含まれます。

•	 VMware vCenter CapacityIQ では、キャパシティの変化に対す

る影響をモデル化し、キャパシティの不足を予測して、余剰キャ

パシティをプロアクティブに再利用することで、仮想マシン、リ

ソース プール、データ センター全体に対して、適切な量の利用

可能なキャパシティを確保します。

•	 VMware vCenter AppSpeed では、エンド ユーザーの使用環境、

サービス レベルのレポート、マルチ ティア アプリケーションの

プロアクティブなパフォーマンス管理 （仮想要素と物理要素を含

む） を確認できます。

•	 VMware vCenter ConfigControl を使用すると、管理者は、動的

な仮想環境で構成状態のコンプライアンスを確認および確保で

きます。

•	 VMware vCenter Lifecycle Manager では、管理者がプロビジョ

ニングから運用の終了までの一貫した自動プロセスを実装して、

仮想マシンのライフサイクルを管理できます。

セルフ サービス管理

•	 VMware vCenter Lab Manager では、ユーザーが必要に応じて

一般的なシステム構成にアクセスできるようにすることで、開

発および QA （品質保証） 環境を簡素化できます。同時に管理者

は、ポリシーの制御を維持し、サーバ、ストレージ、プロビジョ

ニングにかかるコストを大幅に削減することが可能です。

•	 VMware vCenter Stage Manager では、リリース プロセス全体

において、IT 管理者やアプリケーション管理者がシステム構成

のクローンを容易に作成し、一貫した仮想マシン イメージを管

理することで、サーバ台数の増加を抑制し、構成エラーの危険

性を低減します。

•	 VMware vCenter Chargeback では、仮想インフラストラクチャ

の使用に関連するコストの把握、割り当て、およびレポート作成

を行うことにより、企業全体の各管理者の責務を支援します。

まとめると、この包括的な管理機能セットにより、企業は、IT を

完全に社内で所有して運用するのか、コンピューティング キャパ

シティをクラウド サービス プロバイダからレンタルするのかを選

択できます。社内クラウドと外部クラウドを連携させる新しいテ

クノロジーを使用して、アプリケーションを組織内外でシームレ

スに移動しながら、適切なセキュリティ レベルを保証します。

さらに、VMware のクラウド管理機能は幅広い企業フレームワーク

とシームレスに接続するため、x86 環境用とそれ以外の環境用の管

理ツールを選択できます。

注： 上記の VMware のクラウド管理機能における各コンポーネン

トの利用については、VMware の認定リセラーにお問い合わせくだ

さい。
図 4： VMware vCenter ソリューションを使用したインフラストラクチャ管理

セルフ サービス管理

プロビジョニング

vSphere

インフラストラクチャ管理

VMware
vCenter
Suite

SLA 
（サービス レベル 
アグリーメント）
 管理モデル

可用性 セキュリティ パフォーマンス

99.99% 高 0.2 ミリ秒

ハードウェア

構成 キャパシティ パフォーマンス 可用性運用

セルフ サービス ポータル サービス カタログ チャージ バック
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プライベート クラウド内で複数のクラウドを 
接続する連携サービス

当社では、クラウドの効率と柔軟性を社内データ センターに提

供するほか、ホスティング プロバイダおよびサービス プロバ

イダと協力して、互換性のある外部クラウド インフラストラク

チャの実現に取り組んでいます。このインフラストラクチャで

は既存アプリケーションの書き換えが不要で、将来の変化に対

応可能であるため、今後開発される新しいタイプのアプリケー

ションも使用できます。

VMware vCloud™ は、外部クラウドと社内クラウドを連携し、プ

ライベート クラウドに柔軟性を提供することを目的として設計さ

れた業界イニシアティブです。VMware は、BT 社、EngineYard、

IT Structures、Logica、Melbourne IT、Rackspace、Savvis、

SunGard、Terremark （上記の Preferred Hotel Group の例を参

照）、T-Systems、Verizon Business などの業界大手各社を含む、

400 社を超えるパートナーおよびサービス プロバイダと協力

して、この目標の達成を目指しています。これらのサービス プ

ロバイダは、VMware vCloud サービスの提供をすでに開始して

いるか、提供を計画しており、企業がそれぞれのプライベート 

クラウドにサービスを安心して組み込むために必要なセキュリ

ティ、サービス レベル、アプリケーション互換性を用意しています。

まとめ

クラウド コンピューティングは、10 年先の話でも、非現実的

な構想でもありません。すでに実現となっており、 失敗したら

すべてを失うような不安定なものでもありません。また、急

進的で、途方もないコストがかかり、煩雑で、既存技術を破

棄してデータ センターを根本から再構築するものではありま

せん。そして、世界的な大企業のみが採用できるソリューショ

ンでもないのです。

VMware が主導する仮想化導入の道は、むしろ実用的で既存

技術を維持発展させる進化的なプロセスです。すべてのステッ

プが実証済み、かつ、投資対効果が見込めるという強力なメ

リットがあります。サーバ台数の増加の抑制と設備投資コス

トの削減のために仮想化を実施している企業は、同時に、IT 

リソースのプールへの統合を開始しており、またデータ セン

ターの回復力、柔軟性、サービス指向性が強化されているため、

クラウドに近い構成であることを実感しています。

仮想化導入へ向けて一歩進むごとに、データ センターはさら

にクラウドに近い構造になり、アプリケーションはますます

サービスとしての傾向を強めていきます。これにより、迅速性、

効率性、信頼性が向上し、管理が容易になります。結果として

社内クラウドが形成され、キャパシティの追加が必要になれば、

その都度外部クラウドと連携することが可能になります。

現在、業界初のクラウド オペレーティング システムである 

VMware vSphere の登場により、次の大きな IT の進化、すな

わちプライベート クラウドへの移行のプロセスが提供されま

した。包括的な管理ツール セットの VMware vSphere と、ク

ラウドの互換性を保証する VMware vCloud イニシアティブに

より、企業の IT 部門は、社内または社外にかかわらず、基盤

となる複雑なインフラストラクチャからアプリケーションと

情報を抽象化し、完全に IT 部門の制御下にあるサービスとし

てアプリケーションを提供できるようになります。

クラウド間の連携と共通の管理サービスを通じて、VMware 

はシームレスで動的なオペレーティング環境を提供します。

これにより、社内リソースと使用可能な外部リソースとの連

携が可能となり、クラウド コンピューティングの柔軟性とメ

リットすべてをビジネスに活用できます。すぐにでも、クラ

ウド コンピューティングを実現することが可能です。

企業の IT 部門は、データ センターの複雑さにとらわれず、適

切に管理されたサービスとして IT を提供することに集中でき

ます。また、問題への対処や、IT 機器の設置の代わりに、ビ

ジネス バリューのサポートと実現のみに時間を費やすことが

できます。
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